
26　  INNERVISION (35・6) 2020

　「硬く可動性不良な乳房腫瘤は悪性の
可能性が高い」とされ，乳房触診という検
診方法をもたらした。しかし，近年では画
像診断による乳がん検診の普及や技術の
進歩により非触知の病変も容易に発見で
きるようになり，触知できない病変を発見
する必要性が高くなったため，検診では
触診は必須項目ではなくなっている。エ
ラストグラフィは「がんは硬い」という前
提に基づき，主観的評価しかできなかっ
た触診の所見を可視化し，客観性と記録
保持を可能とした検査方法で，触知でき
ない腫瘍でも硬さの確認が可能である。
しかし，国内の乳腺診療現場で超音波検
査時に必ずエラストグラフィが行われてい
るかというとそうではなく，いまだ保険収
載もされていない。しかし，海外では乳房
超音波エラストグラフィの論文が多く見
られており，日本発の技術ではあるが，海
外の方が認知度の高い状況と思われる。
　今回，最近の乳房超音波エラストグラ
フィの現状を把握するため，ここ10年の
論文報告をまとめたのでレビューさせて
いただく。具体的にはPubMedを用い
“elastography”“breast‌cancer”“ultra-
sound”“elast ici ty”のキーワードで，
2010～2020年3月までの期間で検索し
たところ，188の論文が検索された。その
うち，乳がんの診断，組織学的特性，術
前化学療法の治療効果判定について関連
する論文36編を抽出した。
　以下，「乳がんの診断」「乳腺腫瘍の組
織学的特性」「乳がん術前化学療法効果
判定」「comprehensive‌ultrasound」の

テーマについて，36編の論文を整理し，
私見をレビューした。

乳がんの診断と
エラストグラフィ

　現在，日本では対策型乳がん検診と
してのマンモグラフィのほかに，任意型
として乳房超音波検診が行われている地
域もある。これは，それぞれが検診モダリ
ティとして欠点が指摘されているからであ
る。マンモグラフィ検診では高濃度乳房

（デンスブレスト）の場合，感度が低下し，
乳房超音波検診では特異度が下がる。
マンモグラフィ，乳房超音波Bモード，
乳房超音波エラストグラフィで比較する
と，特異度はエラストグラフィが最も高
い結果であった。（95％ 1），74％ 2））。
Wangらの報告では，Bモードにエラス
トグラフィを追加することで，特異度が
14 .5％から69 .4％に上昇した3）。エラス
トグラフィを追加することにより特異度
の上昇，陰性適中度（以下，NPV）が向
上し不要な精検を回避できるとして，「乳
癌診療ガイドライン2018年版」（CQ5）
でも推奨され，乳腺疾患における良悪
性の鑑別に有用であることが認められ，
広く活用されるようになった。
　エラストグラフィはstrain elastogra-
phy（以下，SE），share wave elastog-
raphy（以下，SWE）の2種に分かれ，
定量的もしくは定性的に腫瘍の硬度を
測定する。SEは，外力が加えられた時
の組織の変化を評価する，言わば定性

的な手法である。筋振動によるエネル
ギーか音響放射力インパルス（以下，
ARFI）を利用し，そこで発生した歪み
の変化を画像化している。当初は検査
者が微細な振動（micro vibration）を
与えながら測定する方法がとられていた
が，現在はアプリケーションの向上によ
り，被検者の呼吸や心拍などの筋不随
意運動を利用し，検査者はプローブを
保持するだけで測定が可能となった。
SWEは探触子から発せられたARFIに
より組織に歪みを生じさせ，それが元に
戻ろうとする際に生じる剪断波（横波）
の速度を計測し，組織の硬度を測定す
る手法である。音は硬いものほど速く伝
播するという性質により，剪断波の速度
をメートル/秒（m/s）で測定することで
組織の硬さをキロパスカル（kPa）単位
で定量的に測定することができる。SE
と比較すると定量性に優れている。
　診断方法はさまざまで，①color map
による読影法（5 -point color scale），
② Tsukuba score，③ strain ratio

〔乳腺では主に皮下脂肪と比較するfat 
les ion rat io（FLR）が用いられる〕，
④E/B ratio（エラストグラフィの表示さ
れる硬い部分とBモードでの長さの比を
測定する手法），⑤share wave velocity

（m/s），elasticity（kPa）がある。SE，
SWEいずれの手法においても，アプリ
ケーションの進化により以前に比べて簡
便に測定することが可能となってきてい
るが，超音波の特性状，検査者による
検査結果のバラツキは否めない。また，
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